



























ラーゼ AST、アラニンアミノトランスフェラーゼ ALT 活性)、および慢性腎臓




病の兆候は高齢ネコによく見られる。BCS2 および 3 のネコでは、去勢ネコは
未去勢ネコに比べ BW、血漿 Glu 濃度、トリグリセリド TG 濃度、総コレステ
ロール T-Cho 濃度が高く、肥満リスクが高くなることが示唆された。肥満した
去勢ネコは未去勢ネコに比べ 4 倍以上高い血漿 TG 濃度を示したことから去勢




影響を調べるため、去勢雄ネコ 8 頭を 4 頭ずつ過食群、対照群に分けた。過食
群は 1 日エネルギー要求量 (daily energy requirement, DER) 2 倍量の市販フ




(non-esterified fatty acid, NEFA)濃度は BW と有意な相関を示した。血漿
NEFA 濃度の増加は肥大した脂肪組織や異所性に蓄積した脂肪組織からの
NEFA 放出によるものと考えられた。過食群では血漿 ALT 活性が上昇してお
り肝臓への脂肪蓄積の可能性が示唆された。肥満初期における高 TG、高 NEFA
濃度およびそれに伴い生じる肝臓の異所性脂肪蓄積はインスリン抵抗性を引き








BCS、頭胴長(head and body length, HBL)、膝蓋骨から踵骨末端までの長さ
(length from top of patella to end of calcaneus, PCL)、首囲(neck girth, NG)、
3 
 
胸囲、腹囲、腰囲及び血液生化学マーカーを測定した。HBL と PCL は体重増
加の影響を受けなかった(相同性 99.8%、98.3%)。これらのデータを基に申請者
は、新たなネコ肥満指数 (feline body mass index, fBMI=BW/PCL (kg/m)) を
策定した。PCL は非鎮静下において容易に計測が可能である。fBMI は軽度肥





前章で策定した fBMI の有用性について申請者は検討した。15 頭の過食群ネ
コに 6 週間高脂肪食を過食させて体重増加させた後、4 週間低脂肪食の制限給
与により体重減少を誘発させた。5 頭の対照群ネコは中等度脂肪含量食を 10 週
間適正給与した。試験開始より 6 週目、10 週目に BW、BCS、fBMI、血液生
化学マーカーを測定した結果、fBMI は BW、血漿 TG、NEFA 濃度の変化を鋭
敏に反映し、ネコ肥満診断に有用な指標であることが証明された。これにより、
血漿脂質の増加を示した fBMI≧28.0 を過体重とする本基準の妥当性が確認さ
れたと申請者は結論している。fBMI 計測は患畜からの血液採取を必要とせず、
市販のメジャー以外の特別な道具を用いない。fBMI は臨床獣医療に最適な指
標であり、メタボリックシンドローム発症より早期の肥満診断が可能であると
申請者は結論した。 
 
 以上のように、本論文は、ネコが肥満しやすいという代謝特性を血液生化学
的に明らかにし、体重とメジャーで簡単に計測できる膝蓋骨－踵骨末端長 
(PCL)から正確に肥満を判定できる fBMI を新たに策定し、その有用性を明ら
かにした。寿命延伸に伴いネコにおいて、肥満から重篤な非感染性疾患が今後
大幅に増加することが予想される中、臨床応用可能な新たな肥満診断技術の開
発は、学術上、応用上貢献するところが少なくない。 
よって審査委員一同は、本論文が博士（獣医学）の学位論文として十分な価
値を有するものと認め、合格と判定した。 
